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高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイドライン 

人工的水分・栄養補給の導入を中心として 

（ワーキング・グループ試案） 

 

 

本ガイドライン試案について 

  

現在、社団法人日本老年医学会が実施主体となって、厚生労働省平成23年度老人保健健康増進等事業「高

齢者の摂食嚥下障害に対する人工的な水分・栄養補給法の導入をめぐる意思決定プロセスの整備とガイドラ

イン作成」を行いつつあります。高齢者ケアにおいて、食べられなくなった時に人工的水分・栄養補給法を

導入するかどうか、導入するとすれば、どのようなやり方にするかは、臨床現場において迷い・悩みの多い

問題です。これをどう考えたらよいかについて、関係者たちの共通理解を形成していくことは、喫緊の課題

です。本事業は、同じく日本老年医学会を実施主体とする平成22年度老人保健健康増進等事業において、

そうした問題の実情の調査を行いましたが、それを受けて、本年度はガイドライン案を作成し、それを日本

老年医学会への提言とすることを目指しています。 

そこで、本事業のワーキング・グループは、これまで同グループ内で練り上げてきたガイドライン試案を、

ここに公開することとしました。したがいまして、これは本ワーキング・グループによる試案段階のもので

あり、本事業としての結論ではありません。このようなものをこの段階で公開するのは、広くみなさまのご

意見をいただき、ガイドライン案をよりよいものへと練り上げていくためです。そして、本事業の検討委員

会の審議を経て、本事業としての結論を出すことを目指しています。その成果は、日本老年医学会に本事業

からの提言として答申する予定です。 

このようなわけで、皆さまには、本試案をご検討いただき、忌憚のないところをコメントとしてお寄せい

ただきたく、ここにお願いする次第です。 

 

平成23年 12月 4日 

日本老年医学会平成 23 年度老人保健健康増進等事業 「高齢者の摂食嚥下障害に対する

人工的な水分・栄養補給法の導入をめぐる意思決定プロセスの整備とガイドライン作成」 

 

検討委員  

○大内 尉義 

鳥羽 研二 

太田 喜久子 

甲斐 一郎 

清水 哲郎 

島薗 進 

樋口 範雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーキンググループ 

○甲斐 一郎 

清水 哲郎（ガイドライン担当）

飯島 節 

諏訪 さゆり 

西村 美智代 

二宮 英温 

結城 拓也 

会田 薫子 
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